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大となるメッシュでも 500m 位で、あるために， 10分も歩
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図12(3)発震後135分
大都市地震時における避難シミュレーション解析 153 
けば避難場所に到達するという好条件をもっ市街地であ
ることを，数量的に表現している。
次に，各メッシュに前述したように午后9時 8時30
分 8時などを避難開始時刻として，最悪な条件を与え
てシミュレーションを行ない，延焼区域とそれに隣接す
るメッシュの避難開始時刻，あるいは発生避難人口分布
型を変動させて避難の最適性を検討した。
得られた結果の一部を図12に示す。他方，図11のB曲
線はこの結果の経時変化を表わしており，避難完了人口
比からみると，避難は比較的順調に行なわれたことを示
しているが，ただ 105分から 135分にかけて，その割合
が低下し始める。これは図12(2)，(3)を見ると，延焼範囲
がほとんど拡大しなかったためで，これによって避難行
動を起す人々が減少したことによる。また，単位面積当
たりの居住人口に対する延焼範囲内に残る人数の割合を
残留人口比とすれば，この数値が高いことは，避難開始
あるいは終了時刻が遅いことを示す。このシミュレーシ
ョン結果では， c曲線で表わされる15分の時に34%と高
い値を示している。したがって，この残留人口比の高い
メッシュの避難開始(または終了)時刻を早めることに
よって， この時刻における安全は満足される。この方法
を各時刻に適用していくことにより，除々に最適避難方
法が求まってし、く。その他の時刻では，残留人口は非常
に少ないため，仮定条件による避難方法以外でも問題は
生じてこなくなる。以上のシミュレーションの結果から
みると，火災延焼が50rr.先に接近してから退避しでも，
目的とする避難場所さえ誤らなければ，安全の確保が可
能であることを示しているようである。この地域での死
亡者は約940人であるが，その大多数が建物倒壊によっ
て逃げ出せずに延焼したものであり，火災そのものによ
ろう。見方を変えれば，現在の東京のように木造家屋の
密集した市街地が延々と連なる都市にあっては，周辺の
安全地帯に逃げ込める住民は距離ならびに出火点の関係
から限られるので，福井市の例からみるように，大体数
十haに分割された区域を運命共同体と考え， この単位毎
に地域防災計画が立案されるべきものとなるであろう。
4.むすび
メッシュ分割の有利性に着目して，人間行動と市街地
特性を織り込んだ地震火災時の最適な避難方法，すなわ
ち経時的な最適避難経路の選択を求めるシミュレーショ
ンの基礎的な概念を示した。また，この手法を都市内部
でしかも避難場所が限定された想定地域と福井地震の多
発火災に適用することによって，人間行動と市街地特性
の関連について若干の考察を行ない， この種の手法の有
用性の一端を明らかにした。
例えば，避難群集の合流地点と発生避難人口の特性に
よる渋滞の危険性について，あるいはまた防災的観点か
らみた都市の規模と避難場所との関連について，定量的
な解釈を可能にすると思われる。今後，このような手法
が都市構造と住民行動の危険な点を明らかにして，避難
場所の選定及び建設，安全な避難路への改良，動的な避
難路の確保と住民誘導等，ハード， ソフト両面の地域防
災計画の基礎資料を提供するであろう。
しかしながら，現段階は研究の緒に着いたばかりであ
り，種々の仮定の検証，メッシュ分割による地域表現の
不連続性など，手法の改良点は数多い。今後は，これら
の問題を，各方面の研究を取り入れて検討を重ね，一層
現実的な手法の開発をめざして努力することと Lてい
る死者は非常に少なかったものと推定できる。よって， る。
当時の福井市民の多くは，少くとも安全に避難を完了し
たので、あり，その避難完了人口の推移は図11のA曲線と
B曲線の中間にあるものといえよう。
一方関東地震の場合でみると，本所区ではおよそ 1!cn!
当りの出火点数が12であり，福井市の場合と同程度であ
るが，被服廠跡における焼死者を除いても，各所でかな
りの数の人々が火災によって死亡している。 この差異
は，それぞれの都市構造と市街地規模の相違が原因して
いるものと考えられる。すなわち都市構造として，本所
・深川区では河川，水路が避難路を減少させ，また，同
時に阻止要因になっていることは明らかであり，市街地
規模の大きさは，福井市に比べれば歴然とした差があ
る。
特に市街地規模について考えてみれば，もし同程度の
出火延焼規模で，その周辺に空地(建物が散在する場合
も含める=避難場所)があり，しかも避難路上に避難阻
止要因がなければ，生命の安全はかなり確保できるであ
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